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＜研究概要図＞ 

公募課題名 木質リグニン由来次世代マテリアルの製造・利用技術等の開発 

①地域リグニン高機能素材供給システムの開発
地域の森林資源から改質リグニンを製造する技術を高度化し、
改質リグニンのパフォーマンスを向上させ、高付加価値材料
製造に適する素材として供給するシステムを開発します。

脱炭素社会の実現と中山間地域へのバイオ産業創出を強力に推進するため、改質リグニンを用い
たパフォーマンスの高い工業材料を製造する技術を開発し、次世代環境適合型バイオ材料として
の製品展開を可能とします。

堅固な城の如き材料の開発

地域の森林資源を用いてスーパーエンジニアリングプラスチック相当の性
能を持つと同時に環境適合性も高い新たなバイオベース材料を開発します

②改質リグニン系次世代バイオベース材料の開発
改質リグニン系スーパーエンジニアリングプラスチックなどの次
世代高機能バイオベース材料を創生し、石化代替の製品展開に結
び付けると共に、リサイクルにも配慮したシステム展開を可能と
する技術を開発します。

③環境適合性評価と地域導入システムの開発
リグニン系材料の環境適合性を評価する技術を開発するとともに、副産物
の利活用も進めて総合的に地域導入できるモデルを開発し、脱炭素社会の
実現に向けた新産業としての評価を行います。

「リグニン」なる物質の本来の性質を最大限
に発揮させて利用する技術を開発します

【技術開発の効果】
★スーパーエンプラなどの高付加価値用途に展開可能なリグニン系材料を国
内の森林資源を用いて製造することが可能となり、地域への新産業創出に貢
献するとともに、環境適合型バイオベース材料への代替を劇的に推進します｡�

木材には、重量で20～35％の「リグニン」と呼ばれる成分が含まれます。リグニンは陸上植物の細胞壁を固くしっ

かりした構造とするために生み出された物質です。

改質リグニン産業創出の効果による1400万トンの温暖化ガス削減へ貢献！

国内の中山間地域を

資源供給ステーショ

ンとすることで地域

経済を活性化！

改質リグニン は日本固有の樹木「スギ」から作る

バイオ由来の新素材です。「熱に強い」「加工しやす

い」「環境にやさしい」という理想的な性質をもち、

様々な製品の素材として利用できます。

改質リグニンは、スギ材の中に３割ほど含まれるリ

グニン という成分を原料に製造され、国産資源の利活

用を確かなものとします。

均一性の担保のためスギから製造

「スギ」は一種一属の日本固有の針葉樹です。スギのリグニンは均一で、

他の樹木に比べて構造のバラツキが少ないという特徴を持ちます。スギ

は日本国内の樹木の中でも最も多く、林業・林産業におけるサプライ

チェーンも確立されており持続的に生産されています。スギを材料にす

ると、均一な改質リグニンを、安定して生産することが可能です。

ＰＥＧの作用で加工性をコントロール

改質リグニンには、ポリエチレングリコール( ＰＥＧ )が結合しています。

ＰＥＧの効果により、硬い／柔らかいなどの加工性を自由にコントロールす

ることができます。

天然リグニンの構造を保持した環境適合材料

改質リグニンは、天然リグニンの構造を保持している環境適

合性の高い素材で、海洋プラスチック汚染をもたらしません。

スーパーエンプラ相当の高性能材料開発で

改質リグニンの新産業創出を加速

7500億円規模のマーケット創出




